
大会総括とふりかえり

新潟大学 危機管理センター
田村 圭子



本日の内容

•新潟大学の出展報告
•大会総括（クロージングセッション時のもの）
（ぼうさいこくたいを踏まえ、新潟県の今後の
防災施策への示唆があれば）



現地情報共有
連携会議
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現地情報共有・連絡会議

•第１回 342（現地72、オンライン270）

→ぼうさいこくたいの周知が目的

•第２回 237（現地62、オンライン175）

→出展申込促進、連携醸成が目的

•第３回 174（現地39、オンライン135）

→出展内容事前共有が目的

平均して約200人が毎回出席

現地情報共有
連携会議



参加までの道のり

•出展者説明会
• 応募 主催・形式・概要→採用確定
• ロジ 担当事業者からの説明
• 会場 設備・動線に係る確認
• Webでの段階的情報共有・公開

•現地見学会 7/14
【A班】国際会議室
【B班】スノーホールA/B・中会議室（201A/B）
【C班】エスプラナード・アトリウム
【D班】展示控室（１/２/３/４A/６）・展示ホールA
【E班】サービスヤード・トラックヤード・展示ホールA

説明会・見学会



プレイベントin長岡



大規模な土木事業がもたらす新潟の恵みを実感過疎は進むものの活力ある暮らしぶりを確認

特別エクスカーション 防災関連施設（地震・水害）見学バスツアー
バスツアー



＋

BSN

ぼうさいこくたい
プログラム

にいがた防災産業展



TEAMS防災ジャパン

当日の様子

右下のTEAMS防災ジャパン以外の写真は新大関係者が撮影



https://bosai-kokutai.jp/2025/S-20/

新大イベント



主催者あいさつ

産官学民連携活の報告

新大イベント



気象台（共催）からの話題提供

総合討論 • 新大の活動や防災気象情報の利活
用について活発な意見交換

• 新大は、新潟地方気象台とも引き
続き連携を深めながら、産官学民
の連携の、地域の防災力向上に向
けた取組を継続することを確認



参考



全国で回数適用回数増えている（全国の2/3にあたる市区町村で適用）
複数適用も増えている（２回以上適用された市区町村が３割）
市区町村別で最も適用回数が多かったのは･･･
・新潟県上越市・長岡市で、それぞれ９回（大雪や大雨、R6能登半島地震等）
・宮城県松島町・大崎市多い（2011東日本大震災、2019関東・東北豪雨）
・福岡県久留米市（５度の豪雨を経験）等、西日本にも少なくなかった。

314 2090(台風1,108,大雪186) 2025.9朝日新聞

共有したい背景



大会総括・抜粋

• さて、ぼうさこくたい2025は、昨日2025年9月6日土曜日から開
催され、あっという間に今日のこの時間を迎えました。本日9月7
日日曜日も、お天気にも恵まれました。セッション、ワーク
ショップ、ブース展示、パネル展示、屋外テント展示、屋外車両
展示、オリジナル企画などさまざまな形態の企画があり、全部で
約470の出展がありました。その中で、来場者、出展者同士、
さまざまな「語り合い」が行われました。

•
• イベントを通して、新たな活動・技術を知ってワクワクされた方、
ひさしぶりの仲間と再会した方、新しい知り合いができた方をお
見受けしました。一方で、イベントに参加することで、
災害のつらい経験を思い出された方、いまも災害のつらい記憶と
戦っておられる方、そして、現在も災害と闘っておられる方、そ
のような皆様も、いらっしゃったことを忘れてはなりません。多
くの語り合いがあり、会場でもお互いの経験を尊重し、支え合う
ことができました。

当日の総括



災害を自身の問題とし、防災を日常にとりこみ、防災文化の定着を図る

Ⅰ.災害を知る

・過去の経験・教訓を共有し、明日の災害を想定する

・様々な災害、また、・複合災害等を想定する

Ⅱ.災害に備える

・災害につよいまちづくりを進める

・いざというときのために「事前復興（災害後のまちの再生）」を考える

Ⅲ.災害に対応する

・1人でも多くのいのちを救い、少しでも安心できる避難生活をおくる

・全ての被災者の生活再建を図る

Ⅳ.災害から再生する

・人が集まる魅力的な“都市” “まちば” “中山間地域”を再生する

・被災者の意見を反映する

これらを実現するために･･･

1．多様な主体：自助,互助(地縁),共助,公助が連携・協働、持てる力を発揮する

2．学びと継承：生涯にわたって学び、とるべき行動に習熟し、次代に伝承する

3．技術を結集：

・DX技術を活用し、情報の統合・共有の仕組みを確立する

・アナログとデジタルの融合を目指す

・産官学民のネットワークを実現・活用する

総括の視点
新潟県防災基本条例の

枠組みを活用して

災害に負けない夢や希望を育てる！



今後に向けて

情報共有・連携の場

•防災というと、地域防災会議等、お堅い場が多
いことが常。でも、防災にとりくむ公助・共助
の主体の皆様が、ざっくばらんに情報を共有し、
共働のきっかけづくりになった。

このままでおわってしまう？？？


